
①

95.3 100.9

この数値が増加することで介護を

必要とする被保険者数を把握する

ことができます。

介護保険事業計画の中で各年度の

認定率を推計しています。介護予

防事業等の活用で高齢者人口が増

加しても、現状を維持できるよう

目標設定しました。

高齢者人口が増え、超高齢社会を迎えても、要介護・要支援

認定者数が増加しないように介護予防にも取り組み、介護認

定の更新時にはサービスの利用のない被保険者には、更新の

必要のない旨を説明していく等介護認定の適正化に取組んで

います。

22.4

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

94.9 95.3

22.4 22.4目標値 22.4 22.4

23.4 23.6 23.5 23.5 22.2実績値

達成度

H24実績

22.3

95.3

22.4

　５．施策の成果指標

成果指標１ 高齢者数に占める要介護認定率（高齢者数に占める要介護認定者数の割合）

項目 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

49,363 57,499

5,142 8,230

61,207 76,601

4,462 7,233

0 0

2,240 3,639

千円

153,339 162,515

141,495 143,413

財源

内訳

国庫支出金

府支出金

市債

その他

一般財源１（＝フル

コストー特定財源）

一般財源２（＝直接

事業費ー特定財源）

コス

トの

内訳

人件費

事業費

フルコスト

千円

92,132 85,914

　４．施策にかかるコスト

単位 H27決算 H28決算

H30

重要度（偏差値）

H24

47.2

H25

60.4

満足度（偏差値）

H26 H27 H28 H29

　施策目標

　対象（誰を、何を、どこを）

６５歳以上の高齢者（第1号被保険者）及び４０歳以上６５歳未満の医療保険加入者（第２号被保険者）

　意図（どのような状態にしたいのか）

要介護、要支援が必要な被保険者が必要な時に必要なサービスが安心して受けられるようサービスの基盤整備の充実とサービスの質

の向上等に努めるとともに、高齢者が要介護、要支援状態にならないよう介護予防事業を推進します。また、保険料の徴収に努め、

介護保険事業の適正な運営をはかります。

　３．市民ニーズ

第６節　社会保険等

介護保険の適切な運営

　基本方針

地域におけるケア体制の構築をはじめ、介護予防や介護サービスの質の向上を図る取り組みを充実し、介護保険事業の適切な運営を

進めます。

　現況と課題

・ 本格的な超高齢社会が到来し、高齢者が介護や支援を必要な状態になっても、可能な限り住み慣れた地域において安心して暮ら

し続けることができるように、在宅生活での支援が求められています。

・要介護状態の軽減、防止や安定維持のため、介護予防の取り組みが求められています。

・ 介護保険制度に対する信頼性を一層高めていくため、介護サービスの質の向上が求められています。

・適切な給付や持続可能な制度の構築を図るため、介護給付費適正化に向けた取り組みが求められています。

・ 平成20年と平成24年実施の市民アンケート結果比較すると、満足度の上昇がみられますが、引き続き持続可能な制度運営に向け

た取り組みを行い、さらに満足度を上げていく必要があります。

主管課

関係課

健康福祉部 高齢介護課

　２．総合計画における位置づけ

総合計画

政策

施策

節

第３章　やさしさとふれあいのあるまち

づくり（安心・健康）

平成29年度行政評価　施策評価シート　（平成28年度実績）

施策名 介護保険の適切な運営

施策コード 030601

　１．施策の担当



②

③

④

⑤

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

音楽介護予防教室への参加人数を

把握することで、介護予防事業の

進捗状況を把握する。

開催場所は市内35カ所から最終50

カ所とし、参加人数は開催場所１

カ所につき２０人程度で、開催回

数は月1回を予定しているため年間

の延べ参加人数を目標値とした。

平成28年度は音楽介護予防教室開催の初年度であり、開催場

所は町会館等と身近な場所での教室の為、参加者数も多かっ

た。

達成度 100.0

実績値 8,059.0

H29計画 H30計画

目標値 8,059.0 11,500.0 12,000.0

達成度 55.17

成果指標５ 音楽介護予防教室（泉佐野元気塾）参加人数

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

二次予防事業対象者のうち、介護

予防プログラムの教室への参加率

を把握することで、介護予防事業

がどれだけ進んでいるのかの指標

とします。

平成23年度の参加実績をベース

に、平成24年度以降毎年20人程度

の参加増を目標値とし、Ｈ25年度

5.8%、平成30年度12.5%の目標設定

としています。

24年度より運動器、栄養改善、口腔機能向上の総合プログラ

ム開催しています。28年度も3クール36回の開催しました。

事業の対象者は1,399人で参加啓発も行い、事業への参加数

は11人増の75人となりました。

44.0 47.06 51.58 51.43

11.5 12.5

実績値 3.2 3.3 4.0 4.9 5.4

H29計画 H30計画

目標値 5.8 7.5 8.5 9.5 10.5

達成度 99.59

成果指標４ 通所型介護予防事業参加率

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

収納率を把握することで、介護保

険事業の財源であり介護保険事業

計画に定めている予定収納率と比

較し、介護保事業が適正に運営さ

れているか確認することができる

ので、指標に設定しました。

介護保険事業計画において保険料

算出の基礎となる予定収納率並び

に平成22年度実績値参考に目標値

に設定し、計画に添った介護保険

事業の運営状況を確認できるよう

にしました。

特別徴収（年金受給者）については、年金天引きの為100％

の徴収率となっていますが、普通徴収については被保険者の

所得基盤が弱く、督促等により徴収努力をしても納付に至ら

ないケースが多く、徴収率はわずかに増加はしておりますが

86.39％となっています。

99.59 99.8 99.8 100.0

98.5 98.5

実績値 98.1 98.1 98.3 98.3 98.5

H29計画 H30計画

目標値 98.5 98.5 98.5 98.5 98.5

達成度

成果指標３ 介護保険料収納率

項目 H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績

指標設定の根拠 目指そう値の設定根拠 目標達成・未達成の理由・背景

介護保険制度では、被保険者が介

護状態にならないよう介護予防に

努めるとともに、介護が必要な状

態になった時には必要なサービス

を総合的・一体的に提供するしく

みです。被保険者一人当たりの給

付費を把握することで、介護予防

の取り組みが効果的であるか、介

護サービスが適正に提供されてい

るかの指標とします。

高齢者が増える中で、第1号被保険

者1人あたりの給付費も増加してい

ます。制度の持続性の観点からも

府平均と比較し、本市の状況を確

認していきます。

平成28年度は地域包括ケアシステムの構築にむけ制度改正や

介護給付等適正化の取組みの効果により給付費の大きな増加

がありませんでした。

94.7 98.1 94.3 94.4

21,772.0 22,840.0

実績値 22,684.0 22,333.0 23,070.0 23,071.0

目標値 21,481.0 21,926.0 21,772.0 21,772.0

H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標２ 第１号被保険者一人当りの給付費

項目 H24実績

21.5

22.0

22.5

23.0

23.5

24.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標①

目標値

実績値

20,500.0

21,000.0

21,500.0

22,000.0

22,500.0

23,000.0

23,500.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標②

目標値

実績値



ＢＢＢＢ

通所型介護予防事業参加率の向上、給付費の適正化に努めること。

ＢＢＢＢ

通所型介護予防事業参加率の向上、給付費の適正化に努めること。

7点7点7点7点

ＢＢＢＢ

持続可能な介護保険制度の確保のため、介護給付等適正化事業への取組みを行

い、一定の成果が出ているのではないかと考えていますが、介護予防事業に関

しては介護予防教室の参加人数が伸びない等の課題があります。

介護サービスが必要な方には、適切なサービスを受けてもらえるよう制度の説

明、手続きを行っています。平成24年市民アンケート調査で満足度（偏差値）

が47.2ポイントとなり平成19年調査の数値より上昇した。その後市民ニーズを

はかるような取り組みも行っていないこともあり、市民ニーズ等も平成２４年

度と同様と考えます。

介護保険法のもと介護保険事業計画等に基づき事業を行ってますが、団塊の世

代が第１号被保険者数に加わったことで事業対象者が増加し、さらに、核家族

化が進むことで単身高齢者や高齢者のみの世帯が増加し、介護サービスの必要

性が増していくことが予測されいます。国が目指す地域包括ケアシステムの構

築に向けた取り組みが必要とされています。

介護給付等適正化事業や介護予防の取組は、持続可能な介護保険制度とする為

に必要であります。さらに、今後は地域包括システムの構築に向けた取組みを

進めていく必要があります。また、介護保険制度の財源である保険料の徴収率

向上には今後も取り組んでいきます。

二次評価（政策推進課・行財政管

理課による評価）

三次評価（理事者による評価）

（４点中）（４点中）（４点中）（４点中）

（３点中）（３点中）（３点中）（３点中）

（３点中）（３点中）（３点中）（３点中）

（１０点中）（１０点中）（１０点中）（１０点中）

2222

2222

3333

　６．施策の事後評価

一次評価

（担当課によ

る評価）

判定項目 評価点 評価理由、今後の方向性等

施策の成果レベル

（過去の推移、周辺

市との比較なども含

む）

施策に対する市民

ニーズ

施策を取り巻く状況

（法令等の動向、

国・府の政策の動

向、社会潮流など）

合計点

総合評価

図

表

97.9

98.0

98.1

98.2

98.3

98.4

98.5

98.6

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標③

目標値

実績値

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標④

目標値

実績値

0.0

2,000.0

4,000.0

6,000.0

8,000.0

10,000.0

12,000.0

14,000.0

H24実績 H25実績 H26実績 H27実績 H28実績 H29計画 H30計画

成果指標⑤

目標値

実績値



1 01018600 介護保険低所得者対策事業

事務事業 H28年度決算額

H29年度予算

事務事業名予算コード

Ｂ150598 33 11

一次評価

一般財源人件費 事業費

　７．施策を構成する事務事業

Ｂ6755,133 620 6202 06090020 資格管理事務事業

Ｂ4,93717,110 4,153 4,1533 06090040 賦課徴収事務事業

Ａ2,58710,407 2,214 2,2144 06090050 給付管理事業

Ａ39,33642,093 34,179 34,0495 06090060 介護認定審査会運営事業

Ｂ7531,026 205 2056 06090070 運営協議会運営事業

Ｂ02,124 27,885 13,7227 06090550 一般介護予防事業（高齢介護課）

48,43885,914 76,601 57,499合計

Ｆ07,423 7,312 2,5258 06090560 一般介護予防事業（保健センター）


